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３月４日（月）に３学年を対象とした性教育講演会を行いました。講師は深谷赤十字病院の丸岡希美子

先生です。丸岡先生は看護師・助産師として、産婦人科、小児科等でのご勤務を経て、現在は深谷赤十字

病院の医療安全推進室で医療事故のご対応をされています。これから、大人への第一歩を踏み出そうとし

ている、３年生にとって大切なお話をしていただきました。 

講演会でうかがったお話のポイントをまとめてみました。 

「二次性徴」を迎え、男子も女子も身体が変わってきます。思春

期のこの時期は、ホルモンが１番分泌される時期です。自分の身

体が変化し、自分自身がそれについていけない、なんてこともあ

ります。そして、男子と女子では性に関する考え方の違いが生じ

ます。もちろん個人差もありますが、男子→性欲や性行動への興

味が強まる。女子→性欲は低く、相手のそばにいると安心する（精

神的な安心感）といった違いがあります。 

～ 生徒の感想の一部を紹介します ～ 

・男女のことや妊娠・出産について、以前より深く知ることができました。 

・子どもが生まれることは当たり前ではない、と知ることができました。 

・男女平等にするために、いやなことはイヤと言える関係にしたいと思いました。 

・自分の行動に責任を持つこと、パートナーの同意を得ることが大切だと分かりました。 

・自分が、今、安定した生活を送れているのは、親のおかげだということが分かりました。 

・男女で欲求に差があることを考え、イヤなものはイヤと言えるような平等な関係を築けるようになりたい

です。 

・判断しなければならない時に、自分や相手の気持ちを踏まえて正しい判断ができるように生活していきた

いです。 

「二次性徴」を迎えると、妊娠をすることができる・させることができる

身体となり、「望まない妊娠」や「性感染症」のリスクが伴います。中学生

での妊娠は、身体が未熟であり、心臓等の身体への負担が大きいことから

非常に危険です。そして「産む」という選択をすると、あきらめなければい

けないこともでてきます。自分も相手も傷つけないためには、低年齢での

「性行為をしない」ことがあげられます。しかし、この先恋人ができたと

き、結婚をしたとき、いずれ直面する日がくるかもしれません。皆さんの頭

の片隅に置いてほしいのは、「避妊具」「ピル（避妊薬）」があることです。

そして本当に困ったときは一人で抱え込まないことです。「自分や相手の身

体を傷つけない」「お付き合いする相手もきちんと見極めること」「自分の

気持ちを素直に相手に伝えること」「どんな付き合い方をするのかきちんと

話し合うこと」がとても大切です。 


